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プロ球界の豪打者が福智に！ 詳細は27ページ



Photo／この冬初めて雪化粧した福智連峰

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
な
た
も
新
た

な
お
気
持
ち
で
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
、

手
放
し
で
初
春
を
喜
ん
で
い
る
と
い
う
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
昨
年
秋
、
ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
し
た
百
年
に

一
度
と
言
わ
れ
る
経
済
不
況
、
金
融
危
機
の
波
が
、
我
が
国
に
も

大
き
な
打
撃
を
与
え
、
各
分
野
で
深
刻
な
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
政
府
も
、
景
気
浮
揚
策
と
し
て
、
積
極
的
な
方
策
を
講
じ

て
お
り
、
景
気
回
復
の
即
効
薬
に
な
り
得
な
く
て
も
、
徐
々
に
効

果
が
現
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
福
智
町
は
、
ま

も
な
く
三
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

三
年
と
い
う
時
の
流
れ
は
、
一
体
感
と
い
う
何
に
も
代
え
難
い
大
切

な
絆き

ず
な
を
、
町
全
体
に
育
て
て
く
れ
つ
つ
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
合
併
初
年
次
か
ら
、
財
政
の
健
全
化
や
行
財
政
改

革
を
町
政
推
進
の
主
要
な
柱
に
据
え
取
り
組
ん
で
は
い
ま
す
が
、

ま
だ
、
町
民
の
皆
様
に
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
段
階
に
は
到
っ

て
い
ま
せ
ん
。
更
に
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
と

り
わ
け
、
税
等
の
滞
納
問
題
は
、
行
政
に
対
す
る
信
頼
に
関
わ
る

こ
と
で
も
あ
り
、
全
職
員
の
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
解
決
に
あ
た

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
十
一
月
の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
し
た
が
、
現
在
「
福
智
町
総
合
計
画
」
に
基
づ
い
た「
ま
ち
づ
く

り
実
施
計
画
」
の
策
定
作
業
が
、
鋭
意
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教

育
環
境
の
充
実
や
町
内
資
源
を
活
用
し
た
観
光
促
進
・
起
業
化
の

推
進
、
そ
し
て
地
産
地
消
を
可
能
に
す
る
農
業
振
興
や
高
齢
者
に

優
し
い
商
店
街
の
整
備
等
、
町
民
の
方
と
職
員
の
混
合
チ
ー
ム
で

真
剣
に
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
方
針
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
で
お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
七
月
に
発
足
し
た「
男
女
共
同
参
画
条
例

策
定
委
員
会
」
で
も
、
本
年
三
月
定
例
議
会
に
条
例
案
を
出
す
べ

く
、
精
力
的
に
審
議
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
遅ち

ち々

た
る
歩
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
福
智
町
の

明
日
に
向
け
て
着
実
に
歩
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

衷ち
ゅ
う
し
ん
心
よ
り
念
じ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
春
を
迎
え
、
皆
様
に
は

心
よ
り
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
す
ば
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
一
年
間
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
変
な
年
で
あ
り
ま
し

た
。
年
の
初
め
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
ガ
ソ
リ
ン
を
は
じ
め
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
原
材
料
の
高
騰
に
よ
る
生
活
関
連
物
資
の
大
幅

な
値
上
げ
は
、
私
た
ち
の
家
計
を
直
撃
し
ま
し
た
。
ま
た
、
年

の
中
盤
か
ら
後
半
に
か
け
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
す
る
金
融
危
機
が
瞬
く
間
に
全
世
界
に

波
及
し
、世
界
同
時
不
況
を
招
い
て
お
り
、わ
が
国
に
お
い
て
も
、

金
融
危
機
が
実
体
経
済
に
影
響
を
与
え
、
輸
出
関
連
企
業
を
は

じ
め
と
し
て
、
大
幅
な
人
員
削
減
、
中
小
企
業
の
倒
産
な
ど
未

曾
有
の
経
済
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
、
福
智
町
は
合
併
後

ま
も
な
く
三
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
町
政

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ
、
合
併
後

の
明
確
な
町
政
の
道
筋
を
描
く
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
行
財

政
改
革
、
と
り
わ
け
滞
納
問
題
・
公
共
施
設
の
統
廃
合
等
が
大

き
な
問
題
と
し
て
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
、
早
急
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

行
政
に
対
し
、
積
極
的
に
提
言
、
指
摘
を
行
な
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
行
政
が
公
平
、
民
主
的
で
、
住

民
の
立
場
に
立
っ
た
運
営
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
を
常
に
チ
ェ
ッ

ク
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
、

そ
の
橋
渡
し
と
し
て
の
議
会
の
役
割
を
認
識
し
、
力
を
尽
く
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
福
智
町
の
創
造
の
た
め
、
そ
の

礎
を
築
く
た
め
に
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
職
務
を
遂
行
し
、
住

民
の
み
な
さ
ん
の
付
託
に
応
え
る
べ
く
、
日
々
努
力
を
重
ね
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
議
会
活
動
に
対

す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ま
た
、
議
会
に

対
す
る
叱
咤
激
励
を
併
せ
て
お
願
い
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

議会



【保育所（園）】保育所（園）は、保護者が勤めに出ていたり、病気にかかっているなどの理由で家庭で保育ができな
いときに、保護者にかわって保育することを目的とした児童福祉施設です。町内には次の居住地区認可保育所（園）
があります。● 神崎保育所（神崎・公立）● 金田保育園（金田・私立）● 宝見保育園（金田・私立）● そよ風保育園（金田・
私立）● 中央保育所（伊方・公立）● 第一保育所（弁城・公立）●ぎんなん保育園（伊方・私立）● すずらん保育所（伊方・
私立）● 上野保育所（上野・私立）● 市場保育所（市場・私立）● 赤池保育所（赤池・私立）● 中尾保育所（赤池・私立）

【入所（園）受付】４月継続・新規入所（園）希望のかた　※ 期限内に申し込みがない場合は４月入所できなくなります。

受付期間　

受付場所  第１希望の保育所（園）または居住地区の保育所担当課

【申し込みに必要なもの】申請先は第１希望の保育所（園）または保育所担当課です。
①保育所入所申込書一式　保育所担当課または保育所（園）にあります。
なお、入所申込の封筒にない保育に欠ける理由書の様式などについては、
ご足労ですが居住地区の保育所担当課または保育所で申し出て、もらってください。
②所得税額等の調査に関する同意書（申込書中に自署名記載欄があります）
③入所希望年度の前年分の源泉徴収票または確定申告書（控）および所得課税証明書等
④印鑑　※ 仕事による保育希望の場合は就労・内職証明書を、病気・妊娠・出産等による
保育希望の場合は、診断書または母子手帳等（状況のわかるもの）を添付してください。

【対象者】保護者が次のいずれかに該当し、かつ同居の親族その他の方が児童を保育する
ことができないと認められる就学前児童です。①居宅外で労働を常態としている。
②居宅内で当該児童と離れて日常の家事以外の労働をすることを常態としている。
③妊娠中であるか、または出産後間もない（最長、産前産後各８週間）
④疾病もしくは負傷しているか、または精神や身体に障害がある。
⑤長期にわたり疾病の状態にあるか、
または精神や身体に障害のある同居の親族を常時介護している。
⑥災害の復旧にあたっている。
⑦前号のいずれかに類する状態で町長が認めた場合。
※ 不備がある場合は受付受理とせず書類等を保護者へ一度お返しします。
その場合は、必要書類をそろえたうえ、再度提出してください。

保育料の滞納がある人も受付受理できませんのでご了承ください。
※ 保育料はお子さんの年齢と保護者の所得税によって決定します。

問 福智町役場 福祉課 福祉係  ☎ 22-7763

各保育所（園）および保育所担当課（役場本庁・赤池支所・方城支所）で入所（園）申込書を配布しています。

平成21年度（４月から）の保育所（園）入所・入園のご案内 ※ 幼稚園の募集は12ページに掲載
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ど
も
た
ち
が
毎
日
の
放
課
後
を
豊
か
に
過
ご

す
た
め
に
は
、「
遊
び
」「
学
び
」「
交
流
」の

バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
す
。
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
共
働
き

な
ど
で
両
親
が
昼
間
家
に
い
な
い
児
童
の
、
安
全
で

安
心
な
放
課
後
の
居
場
所
。
常
勤
の
指
導
員
が
さ
ま

ざ
ま
な
遊
び
を
と
お
し
て
、
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な

成
長
を
援
助
し
ま
す
。

入
所
の
要
件 

　

町
内
の
小
学
１
年
生
～
３
年
生
で
、
次
の
❶
ま
た

は
❷
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
り
、
放
課
後
の
監
護

が
で
き
な
い
世
帯
の
児
童
が
入
所
で
き
ま
す
。

学

童

ク

ラ

ブ

❶
両
親
が
共
働
き
で
、
放
課
後
帰
宅
し
て
も
監
護

　

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯

❷
保
護
者
が
就
労
や
病
気
な
ど
で
放
課
後
帰
宅
し

　

て
も
監
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ひ
と
り
親
世
帯

※
保
護
者
が
求
職
中
・
育
休
中
の
場
合
や
、
同
居
家

　

族
が
監
護
で
き
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
集
団
生
活
が
困
難
な
場
合

　

は
入
所
で
き
ま
せ
ん
。

入
所
期
間

４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

※
日
曜
お
よ
び
祝
日
、
盆
、
年
末
年
始
な
ど
は
除
く
。

※
原
則
と
し
て
年
度
途
中
の
退
所
は
で
き
ま
せ
ん
。

実
施
時
間

授
業
の
あ
る
日
▼
授
業
終
了
時
～
午
後
６
時

授
業
の
な
い
日
▼
午
前
８
時
～
午
後
６
時

利
用
者
負
担
金

傷
害
保
険
料（
１
人
／
年
）▼
３
千
円

負
担
金（
１
人
／
月
）▼
３
千
５
百
円
＋
実
費
徴
収
分

※
お
や
つ
代
、
教
材
費
、
保
護
者
会
費
、
特
別
会
費

　

な
ど
を
含
め
た「
実
費
徴
収
分
」は
、
ク
ラ
ブ
ご

　

と
に
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ご
希
望
の

　

学
童
ク
ラ
ブ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
月
々
の
負
担
金
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い

　

く
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
毎
月
き
ち
ん
と
納

　

入
し
て
く
だ
さ
い
。

入
所
後
の
お
願
い

　

町
内
の
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す

る
保
護
者
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
定
例
会
」は
指
導
員
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
聞

き
な
が
ら
意
見
を
出
し
合
う
場
で
す
。
保
護
者
の
か

た
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

みんなで過ごす
「遊び」と「学び」の放課後

問 福智町役場 福祉課福祉係　☎22-7763

子どもが学校から帰って

家で親の帰りを待っている時間…

「毎日子どもだけじゃ心配…」

「“おかえり”が言える

家族がいてあげられたら…」

そんな悩みをかかえてませんか？

平成21年度の入所を受け付けます

子
ど
も
の
放
課
後
を
考
え
る

福智町市場334（小学校敷地内）
☎ 28-2999

市場小学校学童クラブ

子

■
学
童
ク
ラ
ブ
４
月
一
斉
受
付

受
付
期
間
▼
２
月
４
日
水
～
２
月
27
日
金 

※
期
間
内
に
申
請
さ
れ
た
人
の
審
査
結
果
は
、
３
月

　

末
ま
で
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

受
付
場
所
▼
学
童
ク
ラ
ブ
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
役
場

　
　
　
　
　

本
庁
・
支
所
の
学
童
ク
ラ
ブ
担
当
課

必
要
な
物
▼
入
所
申
請
書
、
監
護
に
欠
け
る
状
況

　
　
　
　
　

を
証
明
す
る
も
の（
就
労
を
理
由
と
す

　
　
　
　
　

る
場
合
は
雇
用
証
明
書
）、
届
出
事
項
、

　
　
　
　
　

誓
約
書
、傷
害
保
険
料
３
千
円（
年
額
） 

※
申
請
書
は
右
記
の「
受
付
場
所
」で
配
布
し
ま
す
。

※
必
要
書
類
を
す
べ
て
そ
ろ
え
て
か
ら
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
も
の
は
、

　

希
望
入
会
日
の
審
査
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

月
以
降
、
人
数
に
余
裕
が
あ
る
学
童
ク
ラ
ブ
は

随
時
募
集
を
行
い
ま
す
。
入
所
日
は
原
則
１
日
付
け

で
、
月
途
中
の
入
所
は
で
き
ま
せ
ん
。
入
所
希
望
月

の
前
月
20
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
在
籍
状

況
に
つ
い
て
は
役
場
窓
口
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

５

福智町には６つの学童クラブがあります

弁城小学校学童クラブ
福智町弁城1936（小学校内）
☎ 22-4788

福智町伊方3922（小学校内）
☎ 22-6743

伊方小学校学童クラブ

福智町金田962（小学校内）
☎ 22-0171

金田小学校学童クラブ

福智町伊方4448（保育所敷地内）
☎ 22-5177

すずらん学童クラブ

福智町金田273（保育園内）
☎ 22-3653

そよ風学童クラブ

遊び

学び

交流

そよ風

すずらん

金田小

伊方小

市場小

弁城小
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まちのお知らせと情報

平成20年度 福智町成人式▶1月12日 �

人生の大きな節目に…
「福智町成人式」開催

お知
らせ

ニュ
ース

粗大ごみの収集日程

上野・市場・赤池地区
粗大ごみを２月に収集

お知
らせ

平成20年度 福智町音楽祭

田中健氏とまちの歌声
感動響く音楽の祭典

イベ
ント

るさとの歌声や楽曲をとおしてそれぞれの心に感
動を生む「福智町音楽祭」。今年は南米発祥の縦

笛「ケーナ」の奏者としても著名な俳優の田中健氏をお招
きし、豊かな音色と心あたたまるステージをお贈りします。

ふ

▶日時　2月15日日
▶場所　福智町同和対策研修センター（赤池970番地4）
▶主催　福智町・福智町教育委員会

開場：13時
開演：13時30分

人権と福祉のまちづくり調査結果報告会

町が直面する人権問題
の解決を目指して

ニュ
ース

権週間中の12月5日に同和対策研修センターで
人権意識調査の報告会が行われ、280人が参加

しました。福智町民を対象に行ったアンケート結果に基
づいて、田川人権啓発センターの堀内忠事務局長が町の
実情を報告。現時点の問題を明らかにし、住民意識を高
めるための今後の行政施策のあり方などを提案しました。

田中 健【たなかけん】氏

↓
長
年
人
権
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
堀
内

氏
。
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、一
人
ひ
と
り
の

意
識
改
革
の
必
要
性
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

↓
な
つ
か
し
い
顔
が
集
う
成
人
式
。
今
年
は

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
統
一
開
催
さ
れ
ま
す
。

人

方城診療所に佐藤誠医師が赴任

新たな“頼れる先生”に
方城診療所佐藤医師

方 城診療所に10月から佐藤誠医師（内科医師）が市
立恵那病院（岐阜県）より新たに着任されました。

成人の新たな門出を祝福する福智町成人式。転出な
どで町外に住民票がある人もぜひご参加ください。新

▶日時　1月12日�
▶場所　福智町地域交流センター（伊方4478番地1）
▶対象　昭和63年4月2日～平成元年4月1日生まれ

受付：9時～
開式：10時

地　区 日　程
下町、大和町、東組、中組、西組、岩屋組、
岩屋団地、上の原団地、赤池団地、板屋団地、
稲荷町、昭和町、本町、貴船、旭ヶ丘、暁町、
車道、徳人原、ひまわり団地、高尾団地、高尾、
下寿、上寿、西寿

2月 7日土

伏原地区、西ヶ丘、南町団地、南町、西町、
下西町、中町団地、中町、東町、北町、新町、
下桜、上桜、朝日町、中央台、松本町、小藤、
小藤団地、花園、コスモスタウン

2月14日土

緑ヶ丘NT、赤池NT、桜NT、生力NT、吉ヶ浦、
市場団地、猿田、猿畑、春日、市津、石松、8の
1～5、草場、サンタウン、工場団地

2月21日土

上野地区全域 2月28日土

野・市場・赤池地区の粗大ごみを収集します。専用
シールを貼り、午前8時までにお出しください。上

昭和26年福岡県筑後市生まれ
の俳優。昭和47年に歌手とし
てデビュー。昭和49年からは俳
優として活躍し、「青春の門」「俺
たちの旅」で脚光を浴びる。以
降数々の主演作品に出演。また
昭和58年に楽器「ケーナ」と出
会い、平成2年にはケーナ奏者
としてもデビュー。「ユーラシア」
など5枚のアルバムをリリース
し、現在も幅広く活躍している。

入場無料

福岡県福岡市出身の元柔道選手で、元福岡県警察本部
警察官。シドニーオリンピックでは銅メダルを獲得。平
成17年に現役を引退し、現在はタレント、スポーツコメ
ンテーターとして活動中。昭和53年10月11日生まれ。

講師▶日下部 基栄さん 自身の経験をもとに特別講演

「千葉県出身の佐藤です。自然
が豊かなこの福智町がとても気
に入りました。診察では“病気
だけでなく、患者さんやその家
族、患者さんをとりまく地域全
体に目を向ける”をモットーに、
精いっぱい頑張ります。まだま
だ分からないことだらけで、住
民のみなさんに教えていただく
ことも多いかと思いますが、ど
うぞよろしくお願いいたします。」

方城診療所▶佐藤 誠 医師

地域全体に目を向けて

わたしの主張田川地区大会▶２月７日 土

田川市郡の小中学生が
福智町で主張を発表

イベ
ント

川市郡の各市町村か
ら選ばれた小中学生

が思いを発表する「わたしの
主張田川地区大会」。県大会
への出場選考も兼ねたこの大
会が福智町で開催されます。
▶日時 ２月７日土 10 時～
▶場所 地域交流センター

田

赤池商工会の加藤正士指導員を表彰

上野焼振興の功績に
九州経済産業局長表彰

ニュ
ース

野焼振興の功績によ
り、赤池商工会の加藤

正士主席経営指導員が九州
経済産業局長表彰を受賞しま
した。上野焼四百年祭の発案、
ユニバーサルデザインの提
案、ジャパンブランド展開の
推進など産地振興に寄せる多
大な功績が評価されました。

上

ニュ
ース

福智町議会議員
で旧方城町議会

の議長を務めた故・堀
江克已氏（弁城）に旭日
雙光章と正六位が贈ら
れました。6期24年に
わたる議員活動の功労
が讃えられ、生前の面
影がしのばれました。

元

故・堀江克已議員の叙位叙勲伝達

故・堀江克已議員の
議会功労に旭日雙光章

↑故・堀江克已氏に贈られた旭日雙光章

↑表彰された加藤指導員（赤池）

↓
町
代
表
は
金
田
小
６
の
紫
村
彩
乃
さ
ん

問経済産業省 九州経済産業局　☎ 092-482-5405

問福智町役場 総務課 庶務係　☎ 22-0555

問福智町教育委員会 生涯学習係　☎ 28-2046

幸の会が学校と社会福祉協議会に寄付

美化活動の収益を
学校と福祉に役立てる

ニュ
ース

智町幸の会が古紙回収などで得た益金30万円
を、町教育委員会と町社会福祉協議会に寄付しま

した。12月７日に金田社会福祉センターで行われた贈呈
式で、山北強会長から桑野隆泰教育長と白石勝彦社協会
長に、寄付金それぞれ15万円が手渡されました。幸の会
は５年前から毎月第４日曜日を「環境の日」と定めて地域
の美化活動を実施し、町内の空き缶空き瓶や古新聞古雑
誌などを回収しています。寄付は４回目ですが、今回は方
城地区の小中学校図書購入のために、教育委員会へ初め
て寄付をしました。山北会長は「来年以降は、赤池・金田
地区の小中学生にも贈りたい」と次の抱負を語りました。

福

↓
贈
呈
式
の
後
、
ニ
ッ
コ
リ
ほ
ほ
笑
む
幸
の

会
会
員
と
教
育
長
、
社
協
会
長
ら
関
係
者
。

問福智町社会福祉協議会 総務課　☎ 22-6631

問福智町役場 住民課 環境衛生係　☎ 22-7761

問福智町中央公民館　☎ 28-4100問方城診療所　☎ 22-0242

問福智町ほのぼの館　☎ 22-6290

問福智町教育委員会 生涯学習係　☎ 28-2046



方城中２年 菊池賢之介さん

赤池中２年 江藤悠馬さん

金田中２年 井塚花純さん
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僕の心に残る大切な言葉

毎年迎える誕生日の喜び

明日輝くために

の命はあやつることができ
ない。だから人が死んでも
生き返らせることができな

い」これは僕が祖父から言われた言葉
です。この言葉を聞いて「当たり前だ」
と思った人もいるでしょう。しかし、そ
んな当たり前のことが理解されない悲
劇が繰り返されています。悲劇―それ
は戦争です。過去の大戦は多くの命を
奪い、悲しみと怒りを与え、現在も世
界のどこかで争いが絶えません。もう
一つの悲劇は飢餓と病気です。５歳前
に亡くなる子は年間970万人にのぼり、
３秒に１人が戦争や飢餓で亡くなって
います。さらに日本では自ら命を絶つ
自殺も増えています。命の重さと尊さ
を世界中の人がもう一度よく考え、悪
い心を人を思いやる心へと変えてい
ければ、悲劇は少しずつ無くなってい
くのではないでしょうか。祖父が僕を
大事にしてくれたように、ほかの人に
優しくすること。そして命を大切にす
ること。これが、祖父が僕に残してく
れたものだと思います。だから僕は祖
父の思いに応えられる人になりたいで
す。そうして人を思いやる気持ちが伝
わっていけば、誰もが笑って暮らせる
世界になっていくのだと信じています。
最後に、こんなすてきな言葉を僕にく
れた大好きな祖父にお礼を言いたいと
思います。「おじいちゃん、ありがとう」。

人
田中学校を代表する伝統
行事、合唱コンクール。当
初わたしのクラスは先生に

しかられてばかりでしたが、朝や放課
後の練習を重ねるにつれ上達し、ほぼ
完成の状態にまで仕上げました。本番
は緊張したものの、これまでの最高の
合唱が披露できました。しかし結果は
銀賞。悔しかったのですが、憧れの３
年生の合唱を振り返れば当然だったと
思います。これが同じ中学校の先輩な
のか？ と疑いたくなるくらい歌も表情
も完璧だった３年生の合唱。わたしは
心から感動し、周囲では涙を流してい
る人もいました。人に感動を与える…  
そのためには自分自身が感動する心を
持っていなくてはダメだと思います。
生半可な気持ちでは到底できません。
３年生の合唱がこんなにも心に響いた
のは、先輩たちが日々努力し、一生懸
命取り組んできた成果にほかなりませ
ん。史上初の全クラス金賞を飾った今
年の３年生に、どうしたら近づけるで
しょうか、どうすれば超えられるでしょ
うか、ダメかもしれないけど目指した
いです。３年生への「憧れ」を「目標」
に変えて。全クラス金賞を目指す来年
への道のりは、すでに始まっています。
そして、この合唱コンクールという素
晴らしい伝統を受け継ぎ、守り、後輩
たちにつなげていきたいと思います。

金

次
代
を
担
う
こ
の
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、

未
来
に
向
け
た
夢
や
社
会
へ
の
意
見

日
常
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
な
ど

自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
す
る

「
わ
た
し
の
主
張
大
会
」。

福
智
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
主
催
で

12
月
６
日
に
公
民
館
金
田
分
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
町
内
７
校
か
ら
の
代
表
者
た
ち
が

落
ち
着
い
た
態
度
と
は
っ
き
り
と
し
た
口
調
で

堂
々
と
会
場
に
訴
え
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を

参
加
者
の
心
へ
と
響
か
せ
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

ふ
る
さ
と
の
子
ど
も
た
ち
が

発
し
た
考
え
や
決
意
、希
望
に

触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

田川地区大会・福岡県大会・全国大会へと各大会の審査を経てつながっていく「わたしの主張大会」。
市場・金田・弁城・伊方の４小学校と赤池・金田・方城の３中学校の代表者が豊かな表現力で主張しました。
なお、上野小代表として発表予定だった竹尾優衣さんが、当日体調不良のため残念ながら欠場となっています。
※ 各発表者の文章は原文のままではなく、主張の主な内容として要約して掲載していますのでご了承ください。

第
３
回  

福
智
町
わ
た
し
の
主
張
大
会  

主
催  

福
智
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

想
い
よ
、届
け
。

わたしの主張大会
第
３
回

お
も

主な内容

を重ねて成長すると、今ま
でできなかったことができ
るようになるけど、その分、

責任も増える」。母が僕にそのことを
気付かせてくれたのは９歳の誕生日の
ときでした。以来「責任とは何か」と
いう疑問を持っていましたが「ただ生
きるのではなく、一生懸命に生きなさ
い」という母の言葉を聞いて僕は気づ
きました。一生懸命に生きるために必
要なものが「責任」なのだと。「責任」
は僕たちがより人間らしく、命を満喫
するためになくてはならないものの一
つです。その重みは、決して僕たちの
背を曲げる重みではなく、僕たちが地
に足をつけた生き方を送るための重し
となるものです。僕たちの体は重力を
重いとは感じません。「責任」とはこの
重力のように、僕たちを僕たちがいる
べき場所へ戻してくれるものだと思い
ます。責任感がある人は皆に信頼さ
れます。僕は責任感がある人はいつも
しっかり、確実に生きているから信頼
されるのだと思います。簡単ではあり
ませんが、僕はそういう人になりたい
です。今年の誕生日に「おめでとう」
と言ってくれたすべての人をがっかり
させないためにも、責任と共に一生懸
命生きたいと思います。そして、来年
の誕生日、心の底からこう言いたいで
す。「年をとるってうれしいなぁ」と。

年
主な内容

主な内容



市場小６年 野崎成花さん

金田小６年 紫村彩乃さん

弁城小６年 橋本孝太さん伊方小６年 西村奏音さん

　この時期、体に伴った心の成長が大事に
なってきます。自分らしく生きていくために
は、人と心を通わせることや体験が大切。
先人の考えや生き方を学ぶことも間接的な
体験です。みなさんにはいつまでも感動す
る心を持っていただきたいと願っています。

いつまでも感動する心を持って
福智町教育委員会教育長

　今回で福智町で３回目となる大会です
が、回を重ねるにつれてレベルの高い主張
が展開されていると実感しました。今日みな
さんの表現を肌で感じ、次代の町を担う子
どもたちが健やかにたくましく成長してい
ることを確信し、大変うれしく思いました。

回を重ねるにつれハイレベルに
田中 和敏

　平和と命の尊さ、人と人との心のつなが
り、打ち込むことの素晴らしさ、環境の大切
さ、責任や信頼など、今日主張された内容
はどれも社会生活に欠かせないキーワード
でした。これからも感じたことや得たことが
活動へとつながるように頑張ってください。

想いが活動へとつながるように
福智町教育委員会指導主事

福智町青少年育成町民会議会長

　大人に近づけば近づくほど自分を表現
することが重要になってきます。自分の意
志を的確に伝えるために、ぜひ読書の習慣
づけを心がけてください。自分を大切にす
る意味からも、この時期に豊かな自己表現
をしっかり身につけてほしいと思います。

豊かな表現を身につけてほしい
浦田 弘二福智町長

桑野 隆泰

たくさんの思い

2021

あいさつの力

最後の運動会人類の失敗

わたしの主張大会によせて

徳久 公博

　今大会の最優秀賞に金田小６の紫村彩
乃さんが選ばれました。２月７日土10時か
ら福智町地域交流センターで開かれる「わ
たしの主張田川地区大会」で紫村さんが福
智町を代表して発表します。ぜひ、みなさ
んのあたたかい声援をお願いいたします。

２月７日に紫村彩乃さんが発表
わたしの主張田川地区大会福智町で開催

わたしの主張大会
第
３
回

地球が人類の失敗によっ
て深刻に悩んでいます。人
類は知恵と技術ふんだんに

使って便利な社会を作り上げました。
しかし、そのことで地球が悩んでいる
のです。地球温暖化でこの約200年間、
気温が0.8度上がりました。このたっ
た0.8度で様々な問題が起きています。
異常気象で大規模な台風や洪水、熱
波や干ばつが発生し、多くの死者が続
出しました。これから先の200年間で88
㎝の海面上昇が予想され、そうなって
しまうと、いくつかの国がなくなるの
は確実です。また、感染症も増加しま
す。このような例を見ていくと、僕は
地球が人類に仕返しをしているように
思えてなりません。地球が誕生してお
よそ46億年、地球が悩みはじめたのは
200年くらい前のことです。46億年を
１年に例えると、200年は１秒だそうで
す。人類はそのたった１秒で自然を壊
そうとしているのです。怒らせた地球
をしずめるために、自分たちにはでき
ることがあると思います。それは二酸
化炭素を減らす努力をすること。一人
ひとりが気を付けていけば地球の怒り
もおさまるのではないでしょうか。今、
人類は地球温暖化と向き合い、真剣に
考えなければならないと思います。今
度は人類の失敗ではなく、成功を成
し遂げなければならないのですから。

今
主な内容

学校生活最後の運動会が行
われました。僕の出番は全
23プログラム中13演技。そ

のうえ演技係として休む間もない状態
でした。そんな運動会に向けた練習で
は、特に３分間走とむかで競争、組体
操に力を入れました。弁城小では毎日
２時間目が終わると全校一斉に５分間
走をしています。その成果を発揮する
ために今年、３分間走が競技に取り入
れられました。本気で走るとかなりきつ
いですが、その我慢を続けたことで鍛
えられました。また全校競技ではむか
で競争をすることになり、はじめは全く
ダメでしたが、練習を重ねるうちに声
と足がそろうようになりました。一番つ
らかった組体操の５段ピラミッドと３段
タワーの練習も終え、残すは本番だけ
となりました。そしてついに迎えた当日、
開会式に続いて行われたのが３分間走
でした。すごい応援が聞こえる中、僕
は最後までだれからも抜かれることな
く６周半を走ることができました。練習
で最下位だったむかで競争も結果は２
位。一番大変だった組体操もすべて成
功させることができました。僕たちの白
Ｂは最下位でしたが、僕にとって心に
残る最後の運動会となりました。それ
は６年生としての係の仕事もきちんとで
きたし、自分が出た種目を精いっぱい
頑張ることができたからだと思います。

小
主な内容

はようございます！」毎週
水曜日、わたしたち計画委
員は、登校する児童や先生

にあいさつをしています。あいさつが
返ってくれば、すごくうれしくなります
が、返ってこなかったときはむなしくな
ります。とは言え、わたしもそれまでは
あいさつを返さない一人でした。たく
さんの人が登校する中で「自分一人ぐ
らい、いいだろう」「いちいちめんどく
さい」そう思ってあいさつを返していま
せんでした。そんなわたしですが、毎
週あいさつ運動に取り組むようになっ
てから、普段でも少しずつあいさつを
するようになりました。それは、あいさ
つが返ってきたときのうれしさや声を出
すことで元気が出てくるのを実感でき
たからです。時がたつにつれ、あいさ
つをする習慣が身に付き、今では知ら
ない人にも自然とあいさつができていま
す。さらに人の顔がきちんと見られるよ
うになり、学校がいっそう楽しくなって
きました。お互いのあいさつは、その
日のやる気や元気を左右します。だか
ら、あいさつを交わすことは自分も相手
にとっても大切なものだと思うのです。
お互いの気持ちを通わせ、相手の元気
を引き出すあいさつ。わたしはこれか
らもみんなを元気にするようなあいさつ
を続けていきたいと思います。それは、
自分自身の元気の元でもあるからです。

お
主な内容

場小学校６年生は、修学旅
行で鹿児島県の知覧に行
きました。知覧は特攻隊の

基地があったところです。わたしはそ
こで「母、母」と、何度もくり返された
遺書を見て、言葉になりませんでした。
もし、わたしなら死ぬのが怖くてたまら
ないのに、特攻隊の人たちは笑顔で写
真に写っていました。きっと、特攻隊
の人たちは「家族が助かるなら」「自分
の命にかえても」という気持ちで、大
切な人を守るために行ったんだと思い
ます。一秒を生きられることに感謝し、
一秒でも家族や愛する人のことを思っ
て。そして二度と戻らない命を家族と
未来に託して…。自分の命を犠牲にし
た人たちがいたおかげで、今のわたし
がいる。わたしたちは生かされている。
そのことを決して忘れてはならないと思
います。なのに、いま自殺をする人が
います。生きたくても生きられず、戦争
の犠牲になっていった人たちは、その
ことをどう思うのでしょうか。戦争のお
ろかさ、おそろしさを学んだわたしたち
には責任があると思います。たくさん
の命が残してくれた未来と平和を守る
こと。そして、命を大切にすること。わ
たしは、そのことをずっと胸に刻んで
いたいと思います。もう絶対に戦争を
してはいけないのだから。あやまちはく
り返してはいけない。決して、二度と。

市
主な内容
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↓昨年より大きい物を購入するのが商売繁盛等につながるとされているくま手。

ゑびす祭り福を引き寄せゑびす顔

　「ますます冷え込む景気ですが、ゑ
え

びす様のようにニッコ
リ笑顔で新年を迎えたい」そんな願いを持った人々が集っ
た、金田町商工会主体による金田恵比寿奉賛会主催の「ゑ
びす祭り」。12月２日から２日間、金田菅原神社境内で開
かれ、家内安全や商売繁盛を願うおよそ1500人が福引き
で運試しを楽しみ、縁起物のくま手を買い求めていました。

↓平常心で射場に並び、背筋を伸ばして真剣な表情で弓を引く参加者たち。

　12月14日に福智町弓道連盟主催の弓道大会が福智町弓
道場で開催されました。初心者から全日本・国体クラスの
有段者まで、町内外から参加した324人の弓道愛好家が日
ごろの修練の成果を競い合いました。大会当日は北風が吹
き荒れるコンディションでしたが、参加者は集中力を切ら
さずにしっかりと的を見据え、力強い矢を放っていました。

第９回福智町弓道大会北風切り裂く渾
こ ん

身
し ん

の一矢

第３回福智町生涯学習講座身近な自然の魅力や尊さに気づく

↑山を歩いて自ら撮影した写真で、福智の自然をわかりやすく説明する熊谷さん。

　12月13日に生涯学習講座が中央公民館で行われました。
町文化財専門委員などを務める熊谷信孝さんが福智町の自然
や貴重な植物について説明し「これらの植物は町の貴重な宝
ですが、その多くが環境の変化や人為採取によって絶滅の危
機をむかえています。住民ボランティアなどで守り、次の世
代に残すことが大切です」と参加者20人に訴えかけました。

ふれあいクラシックコンサート音楽を身近に感じたお昼のひととき

↑明るく開放的な赤池支所ホールでの演奏、一流の音色を間近に聴き入りました。

　10月26日に福智町文化連盟主催の「ふれあいクラシック
コンサート」が赤池支所のホールで開かれました。日本フィル
に在籍する４人が全７曲を演奏。会場を埋めつくした80人
の参加者は、クラッシックの「弦楽四重奏曲76番」や井上陽
水の名曲「少年時代」、子どもたちに人気の「崖の上のポニョ」
など、プロが奏でる多彩なハーモニーを堪能していました。

↓10月から12月まで実ったバナナ、長く垂れ下がった先はバナナの雄花です。

　自然の気まぐれでしょうか。方城温泉付近の畑（浄万寺）
に植えられているバナナの木に仲良く身を寄せ合う様な実が
なり、南国の雰囲気を漂わせていました。この木は高さ約８
㍍で、10年前に苗木から植えられたそうです。今年の夏は
日照時間が長く高温多湿の気候だったので、バナナが南の国
と間違えたのでしょうか。来年も実がつくかが楽しみですね。

10年目に実ったバナナ冬の福智に南国景色

藤本力士が九州場所５勝２敗勝ち越して胸を張っての里帰り

↑地元ファンの温かい励ましに、さわやかな笑顔と力強い握手で応える藤本力士。

　九州場所を終えた福智町出身の藤本悠介力士（阿部松部
屋・22歳）が、11月25日に町内各地の保育園や福祉施設を
訪問しました。「地元の声援に無心で相撲がとれた」という
藤本力士は、得意の押し相撲が冴

さ

え５勝２敗の勝ち越し。「ま
た苦しい稽

けい

古
こ

や厳しい勝負を乗り越え、心も体も大きくなっ
て帰ってきます」と地元ファンにさらなる飛躍を誓いました。

↓気の遠くなる距離と難関を越えて母なる川へと帰ってきたサケ、遡上を喜ぶ大久保琢磨会長。

　12月９日に市場小横の彦山川で遡上したサ
ケが発見されました。見つかったサケは体長
約80㎝のオス。遡上が確認されたのは８年ぶ
りのことです。河川敷の環境美化活動を続け
ているひこさんがわ夢の会（大久保琢磨会長）
と赤池中１年生が、およそ６年前からサケの稚
魚３千匹を放流。その成果となる今回の遡上
に、関係者たちは目を細めました。大久保会長
（赤池）は「ここまでの遡上は奇跡的、稚魚放
流の現場で確認できたのも感慨深い。今後の
活動に夢がつながった」と朗報を喜びました。

放流稚魚が母川回帰の成果彦山川に８年ぶりサケ遡
そ

上
じょう



みんなでつくる

ごきげんなページ“ふくたま”
HAPPY
BIRTHDAY

１月生まれ

１歳から3歳までのお子
さんの笑顔をお誕生日記
念に紙面に飾ってみませ
んか。締め切りは、お誕
生月の前月10日ごろ。今
月は２月に誕生日を迎え
る満１歳から3歳までの
お子さんの写真を募集し
ます。１月13日火までに
お申し込みください。
▶役場企画課広報担当
　� ☎22-7766

藤
ふじ

井
い

 美
み

凪
なぎ

ちゃん❷
H19.1.5 生（伊方 新門）

宮
みや

原
はら

 寿
じ

佑
ゅ

里
り

ちゃん❸
H18.1.26 生（赤池 小藤）

　昨年度から文科省の「国語
力向上モデル事業」に委嘱さ
れた上野小が、その取り組み
や成果を11月26日の研究発
表会で発表しました。筑豊地
区の教師や保護者約160人
が参加。公開授業の様子では

「教師の丁寧な指導に児童たちがよく応えていた」「しっかり読み込
んで考えている姿がとても印象的な授業だった」など好評でした。

↑
活
発
な
２
年
生
の
授
業
風
景

上野小が国語力向上の成果を発表

　赤池中全校生徒とひこさ
んがわ夢の会の会員が10月
30日に赤池地区の河川敷や
公園などを清掃しました。お
よそ300人の参加者は、ゴ
ミ袋を手に小さなゴミから
粗大ゴミまでを協力して回

収。その後ゴミは赤池中に集められ、生徒たちがしっかりと分別
しました。環境のことをみんなで考え行動した、清掃活動でした。

↑
放
置
さ
れ
た
タ
イ
ヤ
も
回
収

地域のために世代を超えて協力

大
おお

住
すみ

 あらむちゃん❶
H20.1.25 生（金田 亀ノ甲団地）

原
はら

口
ぐち

 大
だい

成
な

くん❷
H19.1.22 生（金田 成竹）

　町内で専業農家を営む永冨
久三さん（神崎）が、11月１日
に田川市で開催された筑豊農
業・農村活性化フェスタで個
人部門の功労表彰を受けまし
た。その後の優良事例発表で
も、永冨さんが豊富な経験や

経営状況をわかりやすく説明し「農業を通じて筑豊を元気づけ、発
展させたい」と地域や農業に対する思いを会場に熱く語りました。

↑
表
彰
状
を
受
け
取
る
永
冨
さ
ん

永冨さん地域農業への貢献が評価される

　11月24日に「 第20回 九
州空手道大会」が岡垣町で
開催されました。九州山口
からおよそ500人が集った
この大会に野島塾拳士が参
加。熱い戦いを気合いで制
した５人が入賞しました。【小

１】優勝・和田大志【小４】３位・竹下凡哉【小５】準優勝・谷川
健志、３位・長藤凌平、【中学重量級】優勝・菊池太使 ※敬称略

↑
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
ニ
ッ
コ
リ

野島塾拳士が力を発揮し好成績
　手作り衣装に身を包み、晴
れ舞台に立つ「わが家のス
ター」たち。ひらばる幼稚園
生活発表会が 12 月13 日に
田川文化センターで開かれま
した。この日のために一生懸
命練習した出し物を披露する

姿に、保護者たちはわが子の成長を実感した様子でした。見応え
十分な演目に、観客席からは惜しみない拍手が送られていました。

↑
う
め
組
さ
ん
の
か
わ
い
い
忍
者

みんな輝いたひらばる幼稚園発表会

　衛生陶器メーカーTOTO
による森づくり活動で、昨年
４月にドングリの苗木800
本が植えられた奥池公園（弁
城）の下刈りが10月26日に
行われました。弁城浄万寺地
区13人とTOTO社員や家族

約50人が公園に集合。斜面を覆った草をかき分けながら、しっ
かりと育った苗木の周りをかまや草刈り器で丁寧に除草しました。

↑
雨
に
も
負
け
ず
み
ん
な
で
協
力

緑の整備に地域と企業が共同作業

宇
う

戸
ど

 徳
あつ

飛
と

くん❸
H18.1.15 生（赤池 下寿）

仲
なか

村
むら

 友
ゆう

貴
き

くん❷
H19.1.31 生（金田 宝見）

太
おお

田
た

 拓
たく

海
み

くん❷
H19.1.5 生（弁城 新町）

葊
ひろ

渡
わたり

 心
ここ

音
ね

ちゃん❶
H20.1.29 生（赤池 高尾）

佐
さ

々
さ

木
き

 陽
ひ

菜
な

ちゃん❷
H19.1.5 生（金田 平原団地）

稲
いな

冨
とみ

 一
いち

夢
む

くん❷
H19.1.16 生（上野 高見台）

廣
ひろ

石
いし

 堅
けん

心
しん

くん❶
H20.1.31 生（伊方 中原）

山
やま

川
かわ

 元
もと

輝
き

くん❶
H20.1.6 生（金田 宝見）

植
うえ

髙
たか

 樹
いつき

くん❷
H19.1.18 生（金田 上金田）

永
なが

岡
おか

 瑠
る

璃
り

ちゃん❷
H19.1.21 生（上野 天郷団地）

藤
ふじ

田
た

 大
たい

成
せい

くん❶
H20.1.21 生（赤池 緑ヶ丘 NT）

中
なか

村
むら

 海
あ

美
み

ちゃん❸
H18.1.21 生（上野 板取）

堀
ほり

江
え

 星
せい

太
た

郎
ろう

くん❶
H20.1.9 生（金田 宝見団地）

藤
ふじ

井
い

 愛
あい

里
り

ちゃん❶
H20.1.8 生（赤池 高尾）

桒
くわ

野
の

 真
ま

雪
ゆき

ちゃん❶
H20.1.15 生（金田 東金田）

寺
てら

川
かわ

 修
しゅう

吾
ご

くん❸
H18.1.30 生（金田 宝見）

浦
うら

田
た

 小
こ

優
ゆ

紀
き

ちゃん❷
H19.1.4 生（金田 東金田）

　11月30日に赤池体育セン
ターで開かれた田川郡親善卓
球大会で11人が入賞しまし
た。▶一般【女子】優勝・名嶋
恵子、３位・井倉知子、中生
加千恵【男子】優勝・名嶋健、
準優勝・日髙景年▶シニア【女

子】３位・藤堂なるみ【男子】優勝・中西秋雄【ジュニア】優勝・田
口せいあ、準優勝・久原佳純、３位・田中萌、中生加翔平 ※敬称略

↑
め
ざ
ま
し
い
活
躍
の
選
手
た
ち

田川郡卓球大会で福智勢が上位独占

　11年以上にわたって彦山
川河川敷の清掃活動を続けて
いるひこさんがわ夢の会（大
久保琢磨会長）の現地研修が
11月12日に行われました。
国交省と町職員も参加し、北
九州市の板

いた

櫃
びつ

川
がわ

（八幡東区）
や撥

ばち

川
がわ

（八幡西区）の川づくりをはじめ、石けん工場を視察。約
50人が自然と人に優しい環境づくりへの知識と理解を深めました。

↑
北
九
州
市
の
川
の
再
生
を
視
察

ひこさんがわ夢の会が川づくりを視察
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▼
わ
た
し
た
ち
が
生
活
し

て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い

も
の
の
一
つ
に
、
言
葉（
話

し
言
葉
と
書
き
言
葉
）が

あ
る
。
も
っ
と
極
論
す
れ
ば
、
自
分
の
思
い
や
考

え
を
表
現
す
る
絶
対
的
手
段

―
そ
れ
が
言
葉

だ
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
使

い
か
た（
使
わ
れ
か
た
）に
よ
っ
て
は
、
受
け
取
る

側
に
対
し
て
、
天
地
ほ
ど
の
感
情
の
開
き
を
与

え
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
受
け
手
の
年
齢
や

心
理
状
態
な
ど
で
違
い
は
あ
る
と
思
う
が
…
▼

わ
た
し
の
場
合
も
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た

中
で
、
人
生
を
支
え
て
く
れ
る
力
強
い
言
葉
も

あ
れ
ば
、
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
て
い
つ
ま
で
も
引
き

ず
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
高
校
二
年
の
春
に
父

を
亡
く
し
、
意
気
消
沈
し
て
い
た
時
、
友
人
か

ら
一
通
の
手
紙
が
届
い
た
。
そ
の
文
中
に
は
、“
冬

来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
”と
書
か
れ
た
一
節
が

あ
り
、
わ
た
し
の
目
を
明
日
に
向
け
さ
せ
て
く
れ

た
の
で
あ
る
。
今
で
も
つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
と
、

気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
る
大
切
な
宝
物

と
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
感
謝
！
感
謝
！
▼
逆

に
、
受
け
た
言
葉
の
呪じ

ゅ
ば
く縛
か
ら
抜
け
出
せ
な
い

で
、
自
己
弁
護
の
材
料
に
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
。
中
学
校
に
入
学
し
て
す
ぐ
の
美
術
の
授
業

で
、「
お
前
は
下
手
や
の
。
小
学
一
年
生
で
も
そ

ん
な
絵
は
か
か
ん
ぞ
」と
言
っ
た
教
師
の
一
言
が
、

絵
を
か
く
こ
と
か
ら
わ
た
し
を
遠
ざ
け
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
▼
ど
う
せ
発
す
る
言
葉
な
ら
、
人

に
勇
気
と
明
る
さ
、
そ
し
て
前
向
き
な
気
持
ち

を
植
え
付
け
る
言
葉
で
あ
り
た
い
も
の
だ
。
年

の
は
じ
め
に
あ
た
り
、
自
ら
の
言
葉
の
重
み
を
自

覚
し
つ
つ
、
一
年
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

講師プロフィル ● 津川つがわ 雅彦まさひこ 氏
昭和15年京都市生まれ、早稲田大学高等学院中退。父は日活スターの沢村
国太郎、母は女優のマキノ智子、母の父が日本映画の父といわれる牧野省三、
兄が俳優の長門裕之、父方の叔父が加東大介、叔母が沢村貞子、母方の
叔父がマキノ雅弘監督という文字どおり芸能一家に育つ。父主宰の劇団で
活躍し、５歳で映画デビュー。昭和31年、日活の「狂った果実」に主演し人
気急増となる。昭和34年に松竹へ転じ「惜春鳥」などに出演、のちに東映
でも活躍。昭和48年に朝丘雪路と結婚。主な出演作に映画「マノン」「別
れぬ理由」「マルサの女」「忠臣蔵外伝四谷怪談」「スーパーの女」「マルタ
イの女」、テレビでは「澪つくし」「独眼竜政宗」「八代将軍 吉宗」など多数。
平成12年にはNHK大河ドラマ「葵～徳川三代」の徳川家康役で主演。ブルー
リボン賞、日本アカデミー賞など受賞多数。平成18年に紫綬褒章受章。マ
キノ雅彦の名で映画監督としても活躍し、今年「次郎長三國志」を好評上映。

開講式

講演「これからも元気で暮らしていくために」
講師 学校法人東筑紫学園九州リハビリテーション大学校理学療法科教授

昼食（お弁当を配布します）

獅子舞（平原青年団）

講演「おとなの文化・こどもの文化」　
講師  俳優  津川 雅彦 氏

閉講式

10:30－

11:10－

12:10－

12:50－

13:30－

15:00－

福智町では、本町出身の故・皆川ヨ
よ

子
ね

さんが
世界最高齢者としてギネスブックに認定さ
れた１月29日を「健康長寿の日」として制
定しました。これを記念して「第２回福智町
住民福祉講座」を下記のとおり開催します！

参加費●500円（資料代）   手話通訳・託児あり

対象者●中学生以上ならどなたでも参加できます。
当日託児を希望する人は１月17日土までに申し込みください。
申込先●お電話で下記まで申し込みください。 先着順
社会福祉協議会金田事業所  ☎ 22-6631／問 22-3778
社会福祉協議会赤池事業所  ☎ 28-4646
主催●福智町・福智町社会福祉協議会   定員500人で締め切

橋元 隆 氏


